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ザルツ・ザヴ (塩猪)像寄贈される

鴫門市の姉妹都市であるドイツのリューネブルク市から鴫P3市制60周年を

記念してザルツ・ザヴ (塩猪)像が寄贈され、平成 19年 5月 15日 ドイツ館

で除幕式が行われました。ザルツ 0ザヴは、塩を発見したイノシシで、リュー

ネブルク市では富と繁栄の象徴です。
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整難       .青 少年会館では、毎

は日々奮闘しています。
少し

たいと思つています。 館外学習 あすたむらんどにて



i回復途上にある在宅の精神障害者は社会
との接点が少な<、 活動の場が閉ざされ社会
復帰も難しい状況にあります。    |

このような人達に、心身の健康状態に配慮
しながら活動の場を提供し、自立訓練を通じ
て就労の準備をするとともに、さまざまな社
会参加活動をとおして社会復帰を支援する
ことを目的に、平成5年6月精神障害者の家
族会によつて、小規模作業所「ぼてとくらぶ」
が任意団体として開所されました。

平成 18年 4月障害者自立支援法の施行
に伴い、地域活動支援をさらに進めるため、
同年8月 NPO法 人格を取得しました。

現在は利用者 17名で、指導員のもとさま
ざまな活動をしながら社会生活への適応を
目指しています。
NPO法 人ぼてと<らぶの事業としては

(1)保健・医療、又は福祉の増進を図る活
動

(2)職業能力の開発、又は雇用機会の拡充
を支援する活動

(3)まちづくりの推進を図る活動
を定款にあげております。
具体的には、プラスティックハンガーの組

立て加工を通して、職業能力を高める作業、
さつまいもの植え付けや収穫、販売をする

ことで、生産の喜びを体験する活動、妙見山

NPO法人ぼてとくらぶ活動報告
NPO法人 ぼてとくらぶ

理事長 四 宮 譲 二

公園の花煙管理の障害者社会参加活動、協

調性やコミュニケーション能力を育てる

ための、精神保健ポランティア「 うすつこ」

とのクッキングなどの交流活動:内にこも

りがちな心を外にも向けさせるための、俳

旬や俳画制作などの創作活動を行い表現

力を養つています。
メンパーの俳旬をT部紹介します。

タンポポや猫の寝返り三度三度  タカ子
ひとり身に寂しさ誘う隙間風   知恵子
柚子の皮風呂に浮かべて肩ほぐれ  純
空光る花火つぎつぎ海も染め    勝
気まぐれに止まりしとんぼ夜はどこ  久美子
寺の庭気品あふれる牡丹咲き  力三
月別の季語の映像ビデオを鑑賞し、季語

のイメージをふくらませ、観察や抒情を加
えて俳旬を作つています。吟行や散策等俳
旬を作る楽しみを味わいたいと思ってい
ます。
NPO法 人ぽてと<らぶの活動を地域

に広げたいと考えております。
地域活動支援センターとしての活動を

充実させ、メンパーが少しでも社会復帰に
近づ<ことができるよう取り組みたいと
考えています。
御理解いただき、御協力、御支援いただけ
る方々を待つております。
よろしくお願いします。

企業のポランティア活動への取り組み   夢屋鴫P3店 剤 ‖ 浩二

私達夢屋グループは、パチンコホール業界のイメージを一新させ、安心してご遊技頂ける
本来の娯楽施設にする為、当社の経営方針『地域密着型』に重点を置いております。
1地域密着型の店舗作りとしてご地域の方々に

二より夢屋グループを知って頂<事
・より信頼して頂き、安心してご遊技頂ける環境を作る事

を目標に活動をしております。現在夢屋グループは全国に47店舗展開しておりますが、全
店で『地域密着型』『地域貢献』に取り組んでおります。

私達夢屋鴫門店は、地域貢献の一環として鴫門市ボランティア連絡協議会に登録し、海岸
の清掃、アルミ缶の回収、寄付、また景品のお葉子を児童養護施設に寄付等、行動範囲は狭

てヽおります。
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「うちらは津波が来ても逃げる所がない」

12年前の里浦地区自治振興会設立準備会の席

上で粟津地区の総代さんからこんな発言があ

りました。腕卸哺災活重Ю脚

時は、阪神淡路大震災 (鴨 7場 直後のことで

人々の防災への関心は大変な高まりを見せて

いました。8割の建物が全半壊 t/1大な被害状

況にもかかわらず近隣同士で迅速な救出活動

が行われた北淡町富島の話しや、日頃の緊密な

連携と自主防災組織の活動により延焼防止や

高齢者の救出・救援物資の配布が行われた長田

区真野地区の事例などが話題となり、コミュニ

ティ活動の重要性が唱えられていました。

ちょうどこの頃、鴫Fヨ市においても 48団体

に結集した市民のエネルギーを地域づくりに

生かそうと市内全域にコミュニテイ組織の導入が

進められていました。

里浦は一足遅れた平成 7年 11月、町内の各

種団体を結集し、里浦住民の地域共同体として

里浦地区自治振興会は誕生しました。{13地区中の

12番目に発足。現在は14地図

早 い も の で 12年 目 に 入 りま した。

この間、住民の皆様に支えられ様々な取り組み

をしてまいりました。中でも平成 13年度から

始めた防災活動は、本会発足当初からの懸案事

項でしたが、この年に設けられた市の「まちづ

くり支援事業」に採択いただけたことが活動の

大きな励みとなり今日に至つたことは大変あ

りがたく感謝いたしております。

私達の里浦町は、発生が懸念される南海地震

では、地震腰度6勤被害に加えて町内の殆どが

防 災 は 市 民 一 人 ひ と り の 資 務 で す

里浦地区自治振興会

安全部々長 松下恭司

浸水する津波被害が予測されており、様々な啓

発活動を続けていますが住民の関心はまだま

だ低く問題は山積しています。

そこで、昨年度より「今できる日頃の備え」

として家具転倒防止対策の普及活動を重点事

業とし取り組みを進めているところです。

防災の基本は「 自分の命は自分で守る」こと

です。この自党を持ち普段から災害に備えるこ

とは市民一人ひとりに課せられた責務だこ思
います。
各地で地震が頻発しています。明日はわが身

と考えて、先ずは家具類の固定から我が家の安

全対策を実行しましょう。

講 習 会 風 景
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0事業勁区 1.研究助盛

◇助成対象
・事業助成 地域福祉活動を目的にするボラン

ティアグループ及びNPO(法 人
格の有無は不間)

。研究助成 非営利の民間団体等及び個人
◇助成内容
・事業助成 在宅高齢者または在宅障害者の自

助・自立等の生活支援に資する事
業
在宅高齢者または在宅障害者の家
族に対し介護負担の軽減にかかわ
る支援する事業

・研究助成 者人保健、生活習慣病または高齢
者福祉に関する研究、調査への助
成

◇助成金額
・事業助成 1件あたり20～ 50万円
。研究助成 1件あたり30～70万円
応募 :平成 19年 6月末日必着
資料請求 :平成 19年 6月 20日まで

(FAXまたは郵送のみ)
奮&FAX03-3272-6268

◇間合せ先
社団法人 太陽生命ひまわり厚生財団

踵 馳 震
日藁鐘し物等の熱 醒 する

◇助成対象

事層藷融婆
または催し物等の事業に直接要

◇助淡翠轟
終了したものについては、含まない)

◇申造黛霧奮
りloo万甲限度

◇間醤馨几
9年 7月 31甲必着

髯冒菅全3舌舌61告留冒2。
8

行事のお知らせ

《詩画作家 星野富弘さんとの出会いパートI》

NPO法 人ふ<ろうの森
【と き】 6月 23日 (■ )

10:00～ 12:00
【ところ】 鴫門市立図書館 2階
【内 容】 星野さんについて語り含う

～私の好きな作品～
【対 象】 中学生以上
【参加費】 100円 (当日集金)

【定 員】 50名 (事前申込み)

申込み受付5月 15日～先替順
【講 師】 藤 田 博 子 さん

(富弘美術館を囲む会徳島県支部長)

【問合せ先】 奮685-0389

《世界のノヽリアフリー絵本展》

NPO法人ふ<ろうの森
【と き】 7月 26日 (本)～7月 29日 (日 )

【ところ】 鳴門市立図書館 1階ロピー
【入場料】 無 料
【間含せ先】 雷685-0389

替 任 の 挨 拶

市民の皆様との協働による,夢と希望と
活力に満ちたまちづくりの実現に向けて、
微力ながら全力で頑張っていきたぃと思

ぃ菖C呈諄裏写Fヽ

どうかよろし<お願

市民福祉部長
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